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フラ クタル に関連 した
破 壊周 桑 (ひび′)の研究 (レビ云- )
東工 大理 田口幸弘
ち0. はじめに
本研究会の主題 とは関係がない話題であるが､ 世話人のど厚意 により発表の機
会 を与 えられたので､ 報告書を提出する｡
いわゆるフラクタル 【1･2】と呼ばれ る現象を研究する人々の中で､ 最近､ 固体の
破壊現象 (つ まり､ ひび )に興味を持 っている一団の人 々がいる｡ その目的は r
なぜ､ ひびはあの様 な形を しているのだろうか? ｣ と言 うことに尽 きる｡ 以下で











く､ 分類 も容易である 【3】｡ 共通点 としては､
多体効果 に､ ひびのバ ター ン形成の原因を求
③準定常近似 (物質の応力綾和 は､ 破歯の進行 に比べ て十分はやい)を仮定一一三一l ●ヽている｡ ' ーP八~
ものである｡ つまり､ まだ定性的な模索段階で､ とても現実を正確 に再現???
までは行 っていな い｡ これ らは､ 次の2つのタイプに大 きく分類するる｡














??????? ?? ? ?
T=5
-65-











この ような簡単なモデルで､ なんと驚 くべ きことにひび によく似 た枝別れ状 のバ
ター ンが得 られて しまったのである｡
今の ところこの手の研究でや られているのは､ 2次元の システムに面 に垂直を応
力をか けた場合 (たわみ )【4】と､ 面内応力 (一様 引っ弓長り)をかけた場合で ある







































体 に適 当な応 力をか ける｡
? ??????? ?????????
た○ この研究 は最近､ Heakinとの共 同研究 と














かな り詳 しく計算がや り直
た【7】｡ その結果解って きたことは､ 成 長規則の細かい差 異 が全体の形に強 く 影響
■/亡ーー--▼lー
する､ と言 うことであ る ｡ 下図は､ 成長出来 る方向の定義を微妙 に変えた場合 の
パター ンの変化であ るが､ 見 るか らに全然違 う違 うバター ンとなっている｡ もち
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成長確率の紳 か い定義 に
ター ンを形成 したDLAとは対照的である｡ この ｢弱いユニパーサ
モデルの作 り方のせ いなのか､ それ とも､ 一見同 じように見え










ひびのバター ンとい うものに着目した実験 は余 りな いよ うである｡ 僕が知 ってい
るのは唯一
｢ポ リエチ レンの球を水 につ けてふ くらませ る｡ ガ ラス にはさんで乾かす｡ ポ リ
スチ レン球が縮んで､ 球 と球の間に隙間が (ひび )出来 る｡ ｣
と言 う実験である 【9】｡･これ につ いては対応 する･シミュ レ-シ ョ･ンも行われてお り
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